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３ 評価結果

達 成 状 況
領 域 指標数 ※（ ）は指標数に対する割合(単位％)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

２９ ５(17.2) 11(37.9) ３(10.3) 10(34.5) ０(0.0)
栄養・食生活

〃 〃 〃 〃 〃 〃

身体活動・ １７ １(5.9) ２(11.8) １(5.9) ９(52.9) ４(23.5)

運動 〃 〃 〃 〃 〃 〃

休養・こころ １０ ５(50.0) ３(30.0) ０(0.0) １(10.0) １(10.0)

の健康 〃 〃 〃 〃 〃 〃

２６ １(3.8) 16(61.5) ３(11.5) ６(23.1) ０(0.0)
たばこ

〃 〃 〃 〃 〃 〃

１０ 0(0.0) ６(60.0) ０(0.0) ４(40.0) ０(0.0)
アルコール

〃 〃 〃 〃 〃 〃

１８ ５(27.8) ９(50.0) ０(0.0) ４(22.2) ０(0.0)
歯の健康

１５ ５(33.3) ７(46.7) 〃 ３(20.0) 〃

３０ ２(6.7) 12(40.0) ０(0.0) 10(33.3) ６(20.0)
糖尿病

２２ ２(9.1) 10(45.5) 〃 ４(18.2) ６(27.3)

４５ ７(15.6) 17(37.8) ０(0.0) 16(35.6) ５(11.1)
循環器疾患

１９ ６(31.6) ２(10.5) 〃 ７(36.8) ４(21.1)

１９ ４(21.1) ８(42.1) １(5.3) ６(31.6) ０(0.0)
がん

８ ３(37.5) ２(25.0) ０(0.0) ３(37.5) ０(0.0)

７ ３(42.9) ２(28.6) ０(0.0) ２(28.6) ０(0.0)
その他

〃 〃 〃 〃 〃 〃

２１１ 33(15.6) 86(40.8) ８(3.8) 68(32.2) 16(7.6)
合 計

１６３ 31(19.0) 61(37.4) ７(4.3) 49(30.1) 15(9.2)

（注）指標数及び達成状況の欄は，上段は再掲を含み下段は再掲を含まないものを計上

・ 健康かごしま21では，生活習慣病の一次予防に重点を置き，９領域211の数値目標を定

め，健康づくりの普及啓発や環境整備による県民の健康づくりの支援等に取り組んできた。

・ 目標達成状況については，全体のうち，目標達成又は改善した項目は56.4％，変わらな

かった項目は3.8％，悪化した項目は32.2％であった。

・ 領域別に見ると，｢休養・こころの健康｣及び｢歯の健康｣については目標達成又は改善し

た項目が約８割である一方で，｢身体活動・運動｣については悪化した項目が５割を超えた。

・ 「身体活動・運動」及び「糖尿病」の領域では，日常生活の歩数，運動習慣者，糖尿病

有病者など悪化した指標が多いことから，今後とも，生活習慣病対策の啓発強化等に取り

組む必要がある。

-149-

資料編













(5) アルコール

目標項目 指 標 対 象 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 中間実績値 目標値 調査結果 評価

(H12年度) (H17年度) (H22年度) (H23年度）

多量飲酒者の減少

多量飲酒する人 多量飲酒者（１日純アルコ 成人男性 － 4.2%† 3.4%以下 5.4% D

の減少 ールで60ｇ以上飲む人）の 成人女性 － 0.3%† 0.2%以下 0.4% D

割合

未成年者の飲酒防止

未成年者の飲 飲酒している人の割合 中学３年男子生徒 7.0% 3.3% 0% 1.0% B

酒をなくす 注：ベースライン値及び現 高校３年男子生徒 19.2% 8.6% 0% 4.8% B

状値は「よく飲む人」の割 中学３年女子生徒 5.1% 4.3% 0% 2.0% B

合 高校３年女子生徒 8.4% 7.4% 0% 2.8% B

節度ある適度な飲酒の知識の普及

節度ある適度な 日本酒換算で１日１合以 成人男性 39.1% 41.8% 100% 52.2% B

飲酒の知識の 下が適度であると思う人 成人女性 55.9% 54.9% 100% 60.8% B

普及 の割合

飲酒をする人のうち，飲酒 成人男性 48.7% 48.4% 59%以上 45.6% D

をしない日を週１日以上設 成人女性 87.1% 84.1% 90%以上 78.3% D

ける人の割合

†：H18メタボリックシンドローム関連調査（健康増進課）

（評 価）

・ 多量飲酒者の割合については，男女ともに増加した。

・ 飲酒をしている未成年者の割合は減少したが，目標には達していない。

・ 適正な飲酒量を知っている成人の割合は，男女とも増加した。

・ 飲酒をしない日を週１日以上設ける成人の割合は，男女とも減少した。

・ 多量飲酒や未成年の飲酒は，健康に悪影響を及ぼすことから，今後とも，飲酒がもたら

す健康への影響等について普及啓発に努めるとともに，未成年者の飲酒防止を図るための

社会環境づくりを推進する必要がある。

(6) 歯の健康

目標項目 指 標 対 象 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 中間実績値 目標値 調査結果 評価

(H12年度) (H17年度) (H22年度) (H23年度）

幼児のむし歯予防

むし歯のない幼児の う歯のない幼児の割合 ３歳児 51.3% 59.6% 72%以上 70.7% B

増加 （H22年度）

フッ化物歯面塗布を 受けたことがある幼児の割合 ３歳児 84.0% 83.2% 94%以上 90.6% B

受けたことがある幼

児の増加

間食として甘味食品・ １日３回以上飲食する習慣の １歳６か月児 40.6% 27.5% 36%以下 28.6% A

飲料を頻回飲食する ある幼児の割合

習慣のある幼児の減

少

学齢期のう蝕予防等

１人平均う歯数の減 １人平均う歯数（ＤＭＦ歯数） 中学１年生 3.6歯 2.5歯 1.4歯以下 1.7歯 B

少
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(8) 循環器疾患

目標項目 指 標 対 象 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 現状値 目標値 調査結果 評価

(H12年度) (H17年度) (H24年度) (H23年度）

高血圧対策

食塩摂取量の １日当たりの平均摂取量 成人 12.1g 11.5g 10g未満 10.3g B

減少【再掲】 （「１ 栄養・食生活」参照）

カリウム摂取量 １日当たりの平均摂取量 成人 2.9g 2.5g 3 . 5g以上 2.3g D

の増加 (H22年度)

成人の肥満者 肥満者の割合(BMI25.0以上) 20～60歳代男性 29.4% 30.7% 15%以下 39.4% D

の減少 【再掲】 （「１ 栄養・食生活」参照） 40～60歳代女性 24.4% 18.1% 20%以下 23.7% D

運動習慣者の 日常生活における歩数 成人男性 7,691歩 6,650歩 8,700歩以上 6,952歩 B

増加 【再掲】 （「２ 身体活動・運動」参照） 成人女性 7,635歩 6,757歩 8,700歩以上 6,564歩 D

たばこ対策

たばこ対策の充 喫煙している人の割合注：ベ 中学１年男子生徒 15.4% 9.8% 0% 4.9% B

実【再掲】 ースライン値及び現状値は喫 高校３年男子生徒 53.2% 27.6% 0% 15.6% B

煙経験がある生徒の割合 中学１年女子生徒 9.8% 3.8% 0% 2.9% B

高校３年女子生徒 24.3% 15.8% 0% 5.3% B

喫煙をやめたい人を支援する 成人男性 － (37.1%)† (禁煙希望者 29.3% B

ことによる禁煙の促進 が禁煙する

（参考値：喫煙率） 成人女性 － (4.0%)† と，男性25.7 7.0% D

%，女性3.0%)

飲酒対策の充実

飲酒対策の充 多量飲酒者（１日純アルコー 成人男性 － 4.2%† 3.4%以下 5.4% D

実【再掲】 ルで60ｇ以上飲む人）の割合 成人女性 － 0.3%† 0.2%以下 0.4% D

メタボリックシンドローム該当者・予備群の減少

メタボリックシン メタボリックシンドローム該当 40～74歳男性 － 81,700人 73,200人 80,700人 B

ドローム該当者 者の推定数（現状値はH20年 (H22年度)

【再掲】 度） 40～74歳女性 － 27,800人 24,700人 26,200人 B

(H22年度)

メタボリックシンドローム予備 40～74歳男性 － 69,300人 61,800人 68,000人 B

群の推定数（現状値はH20年 (H22年度)

度） 40～74歳女性 － 31,500人 28,100人 27,900人 A

(H22年度)

糖尿病有病者の減少

糖尿病有病者 糖尿病有病者の推定数 40～74歳男性 － 38,800人 † 34,900人 47,300人 D

の減少【再掲】 (H22年度)

40～74歳女性 － 20,200人 † 18,000人 29,900人 D

(H22年度)

糖尿病予備群の推定数 40～74歳男性 － 57,000人 † 51,500人 66,000人 D

(H22年度)

40～74歳女性 － 74,800人 † 66,000人 74,300人 B

(H22年度)

高血圧症有病者・予備群及び脂質異常症有病者の減少

高血圧症有病 高血圧症有病者の推定数 40～74歳男性 － 141,000人† 125，200人 158,000人 D

者・予備群の減 (H22年度)

少 40～74歳女性 － 105,700人† 93，000人 129,300人 D

(H22年度)

高血圧症予備群の推定数 40～74歳男性 － 59,300人 † 52，300人 51,300人 A

(H22年度)

40～74歳女性 － 47,300人 † 41，000人 52,400人 D

(H22年度)

脂質異常症有 脂質異常症有病者の推定数 40～74歳男性 － 44,900人 † 39，600人 92，800人 D

病者の減少 40～74歳女性 － 37,100人 † 32，000人 46,600人 D

新規発症者の 高血圧症発症者の推定数 40～74歳男性 － (平成20,21年 平成21年度 E

抑制 40～74歳女性 － 度のデータ 比10％以上 E

脂質異常症発症者の推定数 40～74歳男性 － が揃った時 減少 E

40～74歳女性 － 点で確認) E
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(9) がん

目標項目 指 標 対 象 ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ値 中間実績値 目標値 調査結果 評価

(H12年度) (H17年度) (H22年度) (H23年度）

たばこ対策

たばこ対策の 喫煙している人の割合注： 中学１年男子生徒 15.4% 9.8% 0% 4.9% B

充実 【再掲】 ベースライン値及び現状 高校３年男子生徒 53.2% 27.6% 0% 15.6% B

値は喫煙経験がある生徒 中学１年女子生徒 9.8% 3.8% 0% 2.9% B

の割合 高校３年女子生徒 24.3% 15.8% 0% 5.3% B

喫煙をやめたい人を支援 成人男性 － (37.1%)† (禁煙希望者 29.3% B

することによる禁煙の促 が禁煙する

進 成人女性 － (4.0%)† と，男性25.7 7.0% D

（参考値：喫煙率） %，女性3.0%)

栄養・食生活

食塩摂取量の １日当たりの平均摂取量 成人 12.1g 11.5g 10g未満 10.3g B

減少【再掲】

野菜摂取量の １日当たりの平均摂取量 成人 296g 301g 350g以上 297g C

増加 【再掲】

果物類の摂取 １日の食事において果物 成人 65.8% 62.0% 80%以上 54.6% D

量の増加 類を摂取している人の割

合

脂肪エネルギ １日当たりの平均脂肪摂 20～40歳代 26.5% 26.6% 25%以下 24.6% A

ー比率の減少 取比率

【再掲】

飲酒対策の充実

飲酒対策の充 多量飲酒者（１日純アルコ 成人男性 － 4.2%† 3.4%以下 5.4% D

実【再掲】 ールで60ｇ以上飲む人）の

割合 成人女性 － 0.3%† 0.2%以下 0.4% D

がんによる死亡者の減少

がんによる死 がんによる年齢調整死亡 75歳未満男性 － 123.6 114.9 106.9 A

亡者の減少 率(人口10万対) (H17年) (H24年) (H22年)

75歳未満女性 － 62.2 57.8 63.0 D

(H17年) (H24年) (H22年)

がん検診受診率の向上

がん検診受診 検診受診率 胃がん 20.40% 15.6% 31%以上 15.4% D

者の増加 (H18年度) （H22) （H22年度)

子宮がん 16.90% 17.4% 26%以上 22.8% B

(H18年度) （H22) （H22年度)

乳がん 12.60% 18.4% 19%以上 26.4% A

(H18年度) （H22) （H22年度)

肺がん 13.50% 27.0% 21%以上 28.6% A

(H18年度) （H22) （H22年度)

大腸がん 15.40% 19.4% 24%以上 20.0% B

(H18年度) （H22) （H22年度)

†：H18メタボリックシンドローム関連調査（健康増進課）

（評 価）

・ がんの75歳未満年齢調整死亡率については，男性は減少したが女性は増加した。

・ がん検診の受診率は胃がんを除き増加したが，がんの早期発見・早期治療のため，更な

る受診率の向上が重要である。

・ がんの死亡者数は年々増加しており，全体の死亡原因の１位であることなどから，今後

とも，生活習慣病対策の啓発強化やたばこ対策などがん予防の推進を図るとともに，がん

の早期発見・早期治療による重症化予防の推進に努める必要がある。
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